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アブラハム契約、ダビデ契約 

聖書のストーリーの基本型 

「アブラハムの契約とダビデの契約の流れ」を見ていました。アブラハムから始まっ
て、モーセ、そして、ヨシュアへ。ハンナから始まって、ダビデ、ソロモンへという流
れです。契約の言葉や歌、いろいろなところに大切な歌があります。そして、最後の相
続の言葉というようなものを通して、この流れを追っていきました。この表を見ると2
つの流れがあるのですけど、これは似ているものですよという意味で、2つの流れが書
いてあります。 
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アブラハム契約、ダビデ契約 
契約のことば、歌、最後のことば、祝福
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モーセがエジプトから連れ出して幕屋を建て、それで荒野を歩んで、最後にモーセが
死ぬ時に、次のヨシュアを任命して、歌を相続し、ヨシュアが約束の地に導くという流
れが、ハンナの歌から始まります。ダビデが幕屋をまた出る。古い天幕、シロにあった
ヨセフのエフライムの天幕が捨てられて、ペリシテから連れ出されて幕屋を作る。それ
で、ダビデの人生が進んでいき、ダビデが死ぬ前に詩篇18篇の救いの歌が書かれていた
りしますね。それで、ダビデからソロモンに相続される。約束が相続される。それで、
ソロモンはその約束に従って神殿を建てましたという、この2つの流れが似ているもの
ですということを別の形で書きました。 

これが「奴隷の家から連れ出して安息の地へ」ということですので、モーセのところ
からヨシュアのところまで。これは横の形になっていますね。もうひとつの「ダビデか
らソロモンへ」という方は、ここハンナから始まるエルサレムの神殿まで、この流れが
書かれています。2つを見ると、似ているものだということが分かるように書いてあり
ます。 

この流れとしては、奴隷の家から連れ出されて、安息の地へということなんですが、
ここ(2箇所)に断絶がありますよね。大きな戦いがあって、連れ出されて律法が与えられ
る。それで、契約の箱が中心になって導かれて、最後に申命記の歌が相続され、ヨシュ
アが戦ってヨルダン川を渡って、約束の地に入るということですね。 
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ダビデの方は、父ダビデからソロモンへということです。ハンナの歌があって、サム
エルがいて、ペリシテに一度契約の箱が持って行かれますね。神様が奴隷になってし
まった感じなのですね。そして、もう一度奴隷の家から連れ出されて、幕屋を作って、
ダビデの契約が与えられます。契約が与えられて、ダビデの人生の最後のところに、ソ
ロモンへその約束、志を果たすようにという相続をして、全ての材料、分捕り品の宝物
などを使った神殿の材料を与えて、ソロモンは新たなダビデの子としての王国を作ると
言って、この最後のエルサレムの神殿を建てるというところがクライマックスになって
います。同じように、最初に恵みが与えられ、最後に完成するというこのストーリーで
すね。下には詩篇の連携も書かれています。 
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この流れは、アブラハムの契約とダビデの契約が成就する新約聖書の主イエスキリス
トが来て、新しい天と地を作るというストーリーも同じ流れですよということを見るの
がこの表(「福音書から黙示録へ」)です。十字架と復活と言ってるところは、過ぎ越し
の祭りの話です。大宣教命令が与えられ、御霊が与えられます。これは五旬節、7週の
祭りの時です。手紙によって御言葉によって導かれて、最後の戦いがあって、新しい天
と地、新しいエルサレムが建てられるということです。この中にも、歌や特別な教え、
預言の言葉、最後の晩餐の教えなどがあります。使徒行伝の中には証言という形で歴史
が語られるところがあります。異邦人向けの手紙とユダヤ人向けの手紙という形で、手
紙が構成されて、新しい神様の民が作られるという黙示録。黙示録全体が歌ですけど、
その中にも、特に新しい歌とか、神のしもべモーセの歌と子羊の歌という言い方とか、
アーメン•ハレルヤという歌詞が出てきますね。それで完成していく。この最後の戦い
がここにもありますね。黙示録の最後の戦いの歌や言葉が書いてあります。その最後の
戦いというのは、新しい天と地の始まりです。新しい創造ということですね。下の所に
はこの4つの福音書の役割というのが書いてあります。 

この3つの表をまとめたらこのような形「聖書のストーリーの基本型」になりまし
た。エジプトから出て、約束の地へ。奴隷の家から連れ出されて自由になると。ヨセフ
の天幕ではなくて、ダビデの天幕が選ばれて、ソロモンが神殿を建てるというところ。
復活から新天新地の創造へ。こういう並行がありますね。これはどういう形なのかとい
うことなのですけれど、種が実を結ぶ成長の旅なのですね。救いのストーリー。神の御
国の勝利のストーリーにパターンがあります。パターンがあるのかということなんです
けど、イスラエルの三大祭りがそのパターンを表していますから、パターンを覚えなさ
いと神様が言ってるようなものですね。過ぎ越しの祭り、7週の祭り、仮庵の祭り。復
活祭とペンテコステみたいなものですね。この記念の祭りを中心に見ると、同じ再創造
のストーリー、新しい創造のストーリーだということが分かると思います。それぞれの
段階で何が取り扱われているのかを見ると、テーマが御国の勝利ですから、「最初に脱
出、恵みが与えられて、戦いがあって、平和•シャロームへ」というこのテーマを、頭(か
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しら)と体。「頭(かしら)側」、王様のストーリー、リーダー側のストーリーとして見る
時と、同じストーリーを「民側」、体側のストーリーとして見る時と、見る方向が2つ
ありますよね。この2つのものをどういうストーリーになっているのかということを両
側から見ます。 

王のストーリーという方は頭側ですね。父が戦って子を連れ出す、子とされる。そし
て、子なので宝が与えられる。相続の一番大切な部分、戦いの武器、特権が与えられ
る。その与えられた子が、戦って民を導き入れる。そして最後に決戦があります。その
戦いに勝利をおさめるので、民はすべてのものを相続する。約束されたものを相続す
る。 

民側から見ると、民は連れ出されるというところは、義とされる、子とされるという
ことです。義とされる。信仰によって義とされるというところですね。正しい者とされ
る。正しい者なので、聖であると宣言される。愛を知る。義であることが、正しい者と
されましたから、正しい者であるということが試される。信仰が試される。これは荒野
の時代。その信仰の戦いに勝利をおさめると聖であるということが明らかにされ、愛が
満ちる。これはまるで1日目から6日目まであって、7日目が聖である、完成の部分とい
うことですから、「義、聖、義、聖」という民側がどうなっているのか、どう変化して
いっているのか、その旅によって、その最初の種はどういう実を結ぶのかということが
分かるかと思いますね。 

聖書ではないストーリーでも、旅のストーリーは似ているパターンがあるわけです。
皆そのパターンに慣れているというのか、その流れを期待しているというのか、小説で
あったり、映画であったり、ゲームもそうですね、そういうストーリーがあるものとい
うものは似ているパターンがあるわけです。そのパターンを研究する人たちというのが
いて、聖書外で言うと神話学、物語学、心理学の中にもそういうものがあります。キ
ム・ハドソンという人が書いた本の表現の仕方、パターンの見方は面白いなと思いま
す。神話学で言うと、英雄物語、英雄物語のパターン、ヒーローのストーリーというパ
ターンを教えてくれるのが普通なのですが、この人はバージンのストリーということ
で、ヒーローのストーリーと対になってる女性的なものですね。男性的なストーリと女
性的なストーリー、その女性的なストーリーもパターンとして教えてくれて分析してい
ます。 

ヒーローのストーリーという方は自分の外側ですね。自分の中の問題ではなくて、外
の問題に対して、自己犠牲によって戦っていくと。恐ろしい恐怖を克服する勇気、強
さ、たくましさがないと、そのストーリーが進んでいかない。ストーリーが進んでいく
時の原動力ですね。舞台は、見知らぬ異国で、安全と平和が欲しいというものです。脇
役は同志で、何かをするのです。他者のために勇気を出して困難に打ち勝つ。これが
ヒーローがやってくれることですね。失敗すると、死とか、臆病になる。ヒーローに対
してヒロインではなくてバージンとキム・ハドソンが言っていますけれども、面白いと
思いますね。自分の内側の問題というのがバージンのストーリーの方です。典型的なの
はおとぎ話というのはそういうものですね。シンデレラとか。自己実現、喜びの実現が
ストーリーを動かしているものということです。家庭を中心とした王国の中の混乱と
か、変化というのが舞台設定になるようです。脇役に友人が出てきますね。目的、行き
着くところは、この本当の自分になって喜びを知るというのが最終的なゴール。失望と
か自殺がそれに対するもの。キチガイになるとかいうのがその逆みたいなものですね。
ですから、ヒーローの方は自分のためというより、何か自分の属しているグループの代
表として戦って、そのグループを導き入れるという意味で、集団的なゴールなのです。
バージンの方は自分側ですね、体側なんですけど、自分がどうなるかと、何かになる、
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何かをする。何かになるという意味で、個人的な視点という風に書いてあります。こう
いう区分を見て、確かににこういうヒーローのストーリーとか、おとぎ話には確かにパ
ターンがあるということを見て、聖書のストーリーを見てみると、王側のストーリーと
いうのは英雄物語。民側のストーリーというのは処女の物語ということです。その観点
で見てみると、なるほどそういう側面があるねということが見えますので、この脚本を
書く技術の本みたいなもの、映画の脚本とか、小説の脚本とか、そういうものを書く時
に、自分で完全にオリジナルで想像することは皆さんはできませんので、いろいろなパ
ターン、いろんな登場人物のパターンを見て、自分のストーリーに味を付けたり流れを
決めたりするようです。その脚本の書き方を教えてくれる本です。新しい主人公の作り
方というタイトルになっていますけど、そのそういう側面は、この聖書のストーリー
も、ストーリーですから、旅ですので、似ている面があります。そういう観点でそれぞ
れの出来事を見てみるというのは役に立つと思います。 

本来は逆なのです。神様の聖書のストーリー、歴史のストーリーにそのパターンがあ
るので、それを人々は真似て自分たちのストーリーを作っているということです。こち
ら(物語のパターン)が先でこの聖書のストーリーがあるのではなくて、神様のストー
リーが表現されている。人間は神様の似ているものなので、似ているようにストーリー
を考えてしまうということだと思います。クリスチャンではない、信じてない人達が書
いている分析だから役に立たないというものではないということです。気をつけて使わ
なければいけないとは思いますけれど、こういう見方が役に立つということだと思いま
す。
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